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1 Bp- 5　　　介護付き終身利用型有料施設居住高齢者の食生活の実態

　　　　　　　　一施設内食堂利用者と自室自炊者の比較－

　　　　　　○加藤佐千子ｔ　貴田康乃゛゛　　　　(*京都ノートルダム女大　**/弗教大)

《目的》食の保障が約束された介護付き終身利用型有料施設居住の健康な高齢者を対象と

し、高齢者が抱＜食に対する要求や価値観を把握することによって高齢者の食生活の質を

向上させ、生活を質的に高める要因を探ることを目的に実態調査を行った。

《方法》調査対象；関西地区における、介護付き終身利用型有料施設居住の高齢者、３施

設合計382名(男107名、女275名)。調査期澗_;平成11年８月～10月。方法;調査用紙を

施設内戸別配布、質問紙留置法、回収率74.2％。調査内容;食物摂取頻度、食態度、食品

購入方法、食品購入時の考え、食費、食生活観、健康観、生きる力など生活意識に関する

質問。分析;食方法(施設内食堂利用者と施設内自室自炊者)、性、年齢(①74歳未満、②

75～79歳、③80～84歳、④85歳以上)と他の質問とのクロス集計を行い、χ^検定で有意

差をみた。

　《結果》食方法、性及び年齢の、どの変数とも関連があるのは、食費、食品の購入方法と

｢自分一人で生きる力を持っているか｣という項目である。食方法は14種類の食品群でそ

の摂取頻度と関連があり、パンや乳･乳製品の摂取頻度とは関連がない。性はごはん、緑黄

食野菜、油脂類の摂取頻度と関連がある。年齢は食態度の一項目と関連がある。食堂利用

者も自炊者も性と関連があるのは緑黄色野菜の摂取頻度で、年齢と関連があるのは食品の

購入方法である。自炊者の中では、性と食事作りの方法とで関連があり、年齢と食品の購

入方法及び｢自分一人で生きる力を持っているか｣とで関連がある。

I Bp- 6　　　高齢者の食事作りに関する研究　一包装食品の開封性について一

　　　　　　　関東学院女短大　　　○杉山久仁子　　阿部廣子　　和田淑子

　【目的】演者らは、先に高齢者のよりよい生活環境作りに関する具体的方策を検討する目
的で、食事作りに関するアンケート調査ならびに調理器具の使用性に関する比較テストを
行ってきた。今回は、器具を使わずに開封を行う市販包装食品の開封性に関して現状と問
題点を検討した。
　【方法】まず、高齢者(60歳以上21名）と本学学生（70 名）を対象として、各種包装食

品の利用頻度と開封性の良否について試料を提示して聞き取り調査を行った。次に、フィ
ルムシート型包装食品のゼリー８種とヨーグルト６種を試料として、フィルムを剥離開封
するために必要な力をテンショングージにより測定した。ゼリーについては学生約200 名
を対象に開封のしかたおよび開封性の難易についての開封テストを実施し、開けづらさに
関与する要因について検討した。

　【結果】各種の市販包装食品のうち、菓子や調味料などの袋型・ジャムなどのねじ蓋型・
豆腐やゼリーなどのフィルムシート型包装食品において、開封しづらいと感じているもの
が高齢者、学生共に多数であった。フィルムシート型包装食品の開封テストでは試料間に
開封力の差があり、開封に要する力は開封の初期・中期・後期の３区分に分けられた。初

期および後期において特に力を多く要するもの、全般的に力を要するもの、全般的に力を
あまり要しないものの３通りであり、開封初期に力を要するものは開封テストにおいても
開けづらいと判断されることが多かった。一方、開けづらさは力だけではなく容器の形状
やつまみ部分の形状が関与しており、より開け易い包装への改良の必要性が認められた。
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